
【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

6 －1 －1 －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

315,000 340,000 390,000 1,045,000 345,000 395,000 1,060,000 320,000 320,000 395,000 395,000 1,430,000 3,535,000

315,000 315,000 320,000 950,000 320,000 320,000 960,000 320,000 305,000 305,000 280,000 1,210,000 3,120,000

315,000 315,000 320,000 950,000 320,000 320,000 960,000 305,000 305,000 280,000 280,000 1,170,000 3,080,000

315,000 340,000 390,000 1,045,000 345,000 395,000 1,060,000 320,000 320,000 395,000 395,000 1,430,000 3,535,000

315,000 315,000 320,000 950,000 320,000 320,000 960,000 320,000 305,000 305,000 280,000 1,210,000 3,120,000

315,000 315,000 320,000 950,000 320,000 320,000 960,000 305,000 305,000 280,000 280,000 1,170,000 3,080,000

市内13公園 市内13公園 市内13公園 市内13公園 市内13公園 市内13公園 市内12公園 市内12公園 市内11公園

新規・継続 4－5－1 土木課維持係

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 町内会による街区公園管理事業 　　―　年度　～　　　　―　年度

事業性質区分

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

地域住民・町内会に理解と協力を働きかけ、街区公園の管理（主に草刈り）を住民の奉仕活動により実施している。
平成17年度から１年に２箇所づつの団体に働きかけ、平成24年度現在13箇所の街区公園で実施されている。

目的
(何のために実施する
のか）

町内会の協力を得て街区公園の管理を行うことで、市民と協働のまちづくりの意識を高めてもらうとともに、地域住民
に、親しまれている公園を目指す。

地域住民・町内会に街区公園の管理について協力を働きかけ、奉仕活動に対して謝礼を支出している。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

街区公園、町内会。
地域のコミュニティ活動が図られることによって、市民と協働のまちづくりの理解が深まり、より地域住民に親しまれ
る公園となる。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(26年度)

計　画　額

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

予算計上額

そ の 他 計　画　額

予算計上額

実　績　額

１公園の減 前年度同額
前年度予算と

の比較
（増減理由）

前年度同額

予算計上額 320,000

予算計上額 320,000

実　績　額 320,000

計　画　額 320,000

前年度同額

実　績　額 320,000

事業費予算の
内容

市内13公園

前年度同額前年度同額 面積の見直し 前年度同額 前年度同額

国 費 計　画　額

予算計上額

地 方 債

事 業 費 合 計

実　績　額

同額 同額 同額

一 般 財 源 計　画　額 320,000

同額 １公園の休止に
よる減

同額 １公園の休止に
よる減

同額同額 同額

実績との比較
（増減理由）

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移 １公園の減



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 13 14 15 16 16 16 16 16 16

実績値 13 13 13 13 13 12 12 11 11

計画値 13 14 15 16 16 16 16 16 16

実績値 13 13 13 13 13 12 12 11 11

あまり達成されていない あまり達成されていない あまり達成されていない

変わらない 変わらない 変わらない

変わらない 変わらない 変わらない

総合評価 普通である 普通である 普通である

自己分析：
公園の草刈り作
業を町内会単位
で行って貰って
いるところ、町
内における活動
人員の確保や費
用が少ないなど
の課題があり、
今後、町内会に
協力要請する中
で改善が必要と
考える。

自己分析：
公園の草刈り作
業を町内会単位
で行って貰って
いるところ、町
内における活動
人員の確保や費
用が少ないなど
の課題があり、
今後、町内会に
協力要請する中
で改善が必要と
考える。

自己分析：
公園の草刈り作
業を町内会単位
で行って貰って
いるところ、町
内における活動
人員の確保や費
用が少ないなど
の課題があり、
今後、町内会に
協力要請する中
で改善が必要と
考える。

判断理由：
人員の確保、費
用など課題を解
決する必要はあ
るが、人員の確
保など難しい問
題もあるため、
現状維持になっ
ている状況であ
り、このような
判断をした。

自己分析：
公園の草刈り作
業を町内会単位
で行って貰って
いるところ、町
内における活動
人員の確保や費
用が少ないなど
の課題があり、
今後、町内会に
協力要請する中
で改善が必要と
考える。

自己分析：
公園の草刈り作
業を町内会単位
で行って貰って
いるところ、町
内における活動
人員の確保や費
用が少ないなど
の課題があり、
今後、町内会に
協力要請する中
で改善が必要と
考える。

判断理由：
人員の確保、費
用など課題を解
決する必要はあ
るが、人員の確
保など難しい問
題もあるため、
現状維持になっ
ている状況であ
り、このような
判断をした。

自己分析：
公園の草刈り作
業を町内会単位
で行って貰って
いるところ、町
内における活動
人員の確保や費
用が少ないなど
の課題があり、
今後、町内会に
協力要請する中
で改善が必要と
考える。また活
動休止中の公園
についても復活
に向けて協議し
ていく。

自己分析：
公園の草刈り作
業を町内会単位
で行って貰って
いるところ、町
内における活動
人員の確保や費
用が少ないなど
の課題があり、
今後、町内会に
協力要請する中
で改善が必要と
考える。

自己分析：
公園の草刈り作
業を町内会単位
で行って貰って
いるところ、町
内における活動
人員の確保や費
用が少ないなど
の課題があり、
今後、町内会に
協力要請する中
で改善が必要と
考える。また活
動休止中の公園
についても復活
に向けて協議し
ていく。

自己分析：
公園の草刈り作
業を町内会単位
で行って貰って
いるところ、町
内における活動
人員の確保や費
用が少ないなど
の課題があり、
今後、町内会に
協力要請する中
で改善が必要と
考える。

判断理由：
人員の確保、費
用など課題を解
決する必要はあ
るが、人員の確
保など難しい問
題もあるため、
現状維持になっ
ている状況であ
り、このような
判断をした。

今後の方向性 現状のまま継続 現状のまま継続 現状のまま継続

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：協力団体の数 指標の求め方：実施団体の数（予定箇所数：全16個所）

指標の求め方：実施団体の数（協力団体が増えることで地域コミュニティの活性化が図られ、協働の理解が深まった成果と捉えられることから活動指標と同じ指標とした）

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/箇所）

16

13
成果指標１
（単位/箇所
）

16

13

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：協力団体の数

H30：
今後は、町内会に協力要請する中で聞き取り等を実施して改善が必要なところについては、協議し進め
ていく必要がある。

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
公園の草刈り作
業を町内会単位
で行って貰って
いるところ、町
内における活動
人員の確保や費
用が少ないなど
の課題があり、
今後、町内会に
協力要請する中
で改善が必要と
考える。

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
今後は、町内会に協力要請する中で聞き取り等を実施して改善が必
要なところについては、協議し進めていく必要がある。

H28：
今後は、町内会に協力要請する中で聞き取り等を実施して改善が必
要なところについては、協議し進めていく必要がある。



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

 －  － －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 2,800,000 2,800,000 5,600,000 0 5,600,000

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

2,820,000 2,820,000 2,820,000 8,460,000 2,820,000 2,820,000 8,460,000 2,820,000 2,820,000 2,820,000 2,820,000 11,280,000 28,200,000

2,820,000 2,820,000 2,820,000 8,460,000 2,820,000 2,820,000 8,460,000 2,820,000 2,820,000 2,820,000 2,820,000 11,280,000 28,200,000

2,820,000 2,820,000 2,820,000 8,460,000 20,000 20,000 2,860,000 2,820,000 2,820,000 2,820,000 990,440 9,450,440 20,770,440

2,820,000 2,820,000 2,820,000 8,460,000 2,820,000 2,820,000 8,460,000 2,820,000 2,820,000 2,820,000 2,820,000 11,280,000 28,200,000

2,820,000 2,820,000 2,820,000 8,460,000 2,820,000 2,820,000 8,460,000 2,820,000 2,820,000 2,820,000 2,820,000 11,280,000 28,200,000

2,820,000 2,820,000 2,820,000 8,460,000 2,820,000 2,820,000 8,460,000 2,820,000 2,820,000 2,820,000 990,440 9,450,440 26,370,440

緑と花の祭典実
行委員会交付金

緑と花の祭典実
行委員会交付金

緑と花の祭典実
行委員会交付金

緑と花の祭典実
行委員会交付金

緑と花の祭典実
行委員会交付金

緑と花の祭典実
行委員会交付金

緑と花の祭典実
行委員会交付金

緑と花の祭典実
行委員会交付金

新規・継続 4－5－2 土木課都市計画係

 事業開始時の 状況・これまで の
経緯（行革内容含む）

昭和49年３月、「緑化基本計画」がまとまり市民とともに「10万本緑化作戦」が展開され、これを推進するために昭和49年８月に「緑あふれる公園都市推進市民会議」が発足。
緑化に対する市民意識の高揚から「砂川市緑化条例」が制定され、さらに北海道で初めての緑化都市宣言」が同年９月に宣言された。
これを記念して、昭和50年、「市民会議」主催による第１回「緑と花の祭典」が開催され、平成23年までに37回開催されている。

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 緑化推進事業（緑と花の祭典） 昭和　50　年度　～　　　　―　年度

事業性質区分

目的
(何のために実施する
のか）

自然を守り、生活環境の中の緑を生み育て、緑との交流を深め、緑あふれる公園都市をつくる。 市民会議に祭典事業費として交付金を交付する。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

緑あふれる公園都市推進市民会議（市民15団体） 市民が祭典を楽しみながら緑との交流を深め、まち全体での花や木の植栽を促進する。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(26年度)

計　画　額

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

予算計上額

そ の 他 計　画　額

予算計上額

実　績　額

前年度同額 前年度同額
前年度予算と

の比較
（増減理由）

前年度同額

予算計上額 2,820,000

予算計上額 2,820,000

実　績　額 2,820,000

計　画　額 2,820,000

2,820,000

事業費予算の
内容

前年度同額前年度同額 前年度同額

緑と花の祭典実
行委員会交付金

緑と花の祭典実
行委員会交付金

国 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

地 方 債

事 業 費 合 計

実　績　額

同額 同額 同額

一 般 財 源 計　画　額 2,820,000

同額 同額 同額 同額 事業中止による
減（準備着手済
みのため発生費
用のみ支出）

同額 同額

実績との比較
（増減理由）

前年度同額 前年度同額 前年度同額

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移 前年度同額



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

実績値 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0

計画値 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000

実績値 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 0

達成されている 達成されている 達成されている

変わらない 変わらない 変わらない

変わらない 変わらない 変わらない

総合評価 良好である 良好である 良好である

自己分析：
緑と花の祭典は
春の砂川市の行
事として定着し
ており、花の苗
の配布など賑
わっている。

自己分析：
緑と花の祭典は
春の砂川市の行
事として定着し
ており、花の苗
の配布など賑
わっている。

自己分析：
緑と花の祭典は
春の砂川市の行
事として定着し
ており、花の苗
の配布など賑
わっている。

判断理由：
人口が減少する
中、多くの市民
が毎年協力及び
来場していただ
いていることか
ら良好と判断し
た

自己分析：
緑と花の祭典は
春の砂川市の行
事として定着し
ており、花の苗
の配布など賑
わっている。

自己分析：
緑と花の祭典は
春の砂川市の行
事として定着し
ており、花の苗
の配布など賑
わっている。

判断理由：
人口が減少する
中、多くの市民
が毎年協力及び
来場していただ
いていることか
ら良好と判断し
た

自己分析：
緑と花の祭典は
春の砂川市の行
事として定着し
ており、花の苗
の配布など賑
わっている。

自己分析：
緑と花の祭典は
春の砂川市の行
事として定着し
ており、花の苗
の配布など賑
わっている。

自己分析：
緑と花の祭典は
春の砂川市の行
事として定着し
ており、花の苗
の配布など賑
わっている。

自己分析：
新型コロナウイ
ルス感染症のま
ん延防止のた
め、史上初めて
事業を中止し
た。感染症の動
向は今後数年は
状況が不透明で
あること、開始
から４６年を経
過していること
を踏まえ、市民
会議においてポ
ストコロナにふ
さわしい行事の
あり方を検討す
る必要がある。

判断理由：
人口が減少する
中、多くの市民
が毎年協力及び
来場していただ
いていることか
ら良好と判断し
た

今後の方向性 現状のまま継続 現状のまま継続 現状のまま継続

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：市からの交付率 指標の求め方：交付金額/予算金額

指標の求め方：主催者発表延数

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/％　）

100.0

100.0

成果指標１
（単位/人　）

8,000

8,000

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：集客数

H30：春の砂川市の行事として市内外に定着しており、今後も継続する事業と考えるが、主催者の市民
会議における現在の課題として、内容の緑化推進から観光振興へのシフト、会議構成団体内の高齢化に
よるスタッフの減少および参加団体の減少など市民参加の減少基調、厳しい財政事情による事業の縮小
見直しの実施がある。引き続き運営状況を注視しつつ交付金による適切な支援を継続していきたい。

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
緑と花の祭典は
春の砂川市の行
事として定着し
ており、悪天候
より会場が移動
したにもかかわ
らず、花の苗の
配布など賑わっ
ている。

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：春の砂川市の行事として市内外に定着しており今後も継続する
事業と考える

H28：春の砂川市の行事として市内外に定着しており今後も継続す
る事業と考える



【ＰＬＡＮ】

事務事業の目的と成果

事業期間

継続 建設・建設外 建設外
第６期総合計画
の位置付け

他に関連する
基本事業

6 －2 －2 －　－ －　－ －　－ －　－ 所管課係

手段
(どのような方法で
実現するのか)

成果
(どのような効果が
得られるのか)

【ＤＯ】

実績 （単位：円）

第１年次 第２年次 第３年次 第５年次 第６年次 第７年次 第８年次 第９年次 第10年次

(23年度) (24年度) (25年度) (27年度) (28年度) (29年度) (30年度) （31・R元年度） （R2年度）

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 3,300,000 3,100,000 6,400,000 0 6,400,000

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

3,864,000 3,973,000 4,082,000 11,919,000 3,923,000 4,006,000 11,948,000 3,861,000 4,172,000 4,225,000 4,339,000 16,597,000 40,464,000

3,864,000 3,909,000 3,944,000 11,717,000 3,907,000 4,024,000 11,950,000 4,169,000 3,363,000 3,445,000 4,307,000 15,284,000 38,951,000

3,369,750 3,426,000 3,354,800 10,150,550 52,716 8,540 3,616,010 3,484,250 3,224,932 3,424,432 4,139,458 14,273,072 28,039,632

3,864,000 3,973,000 4,082,000 11,919,000 3,923,000 4,006,000 11,948,000 3,861,000 4,172,000 4,225,000 4,339,000 16,597,000 40,464,000

3,864,000 3,909,000 3,944,000 11,717,000 3,907,000 4,024,000 11,950,000 4,169,000 3,363,000 3,445,000 4,307,000 15,284,000 38,951,000

3,369,750 3,426,000 3,354,800 10,150,550 3,352,716 3,108,540 10,016,010 3,484,250 3,224,932 3,424,432 4,139,458 14,273,072 34,439,632

花の苗の配布
10,000株
植樹桝植栽面積
2,906㎡

花の苗の配布
10,000株
植樹桝植栽面積
2,851㎡

花の苗の配布
10,000株
植樹桝植栽面積
2,904㎡

花の苗の配布
10,000株
植樹桝植栽面積
2,473㎡

花の苗の配布
10,000株
植樹桝植栽面積
2,404㎡

花の苗の配布
10,000株
植樹桝植栽面積
2,604㎡

新規・継続 4－5－2 土木課都市計画係

第　６　期　総　合　計　画　事　務　事　業　進　行　管　理　調　書

事　　業　　名 花いっぱい運動推進事業（フラワーロード） 　平成　13　年度　～　　　―　年度

事業性質区分

 事業開始時の 状況・これまで の経緯
（行革内容含む）

花の苗配付は、昭和50年代前半から行われており、平成23年度は公共施設・学校・商店街等25カ所に植花されている。
植樹桝植栽は、平成13年事業開始当初に6団体（約400㎡）で実施されたが、平成23年度は17団体（約2,565㎡）で実施されている。

目的
(何のために実施する
のか）

公共施設および道路の植樹桝等に自ら積極的かつ継続的に花を植え維持管理する団体を育成することにより、花を通し
て緑化意識の高揚を図り、美しい景観をもつまちづくりを進める。

花の苗配付：　公共施設、学校、商店街等に花の苗を配付して、市民による植栽を推進する。
植樹桝植栽：　広報活動を通じ、植樹桝へ植花する団体を募り、協力団体へ報償金を交付する。

対象
(誰・何を対象として
いるのか)

市民 街並みおよび道路の良好な景観の形成が促進されるとともに、緑化意識の高揚が図られる。

第１次実施３カ年計画 第２次実施３カ年計画 第３次実施４カ年計画 第　６　期
総 合 計 画
合　　　計

実施３カ年
合　　　計

第４年次 実施３カ年
合　　　計

実施４カ年
合　　　計(26年度)

計　画　額

実　績　額

道 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

予算計上額

そ の 他 計　画　額

予算計上額

実　績　額

前年度実績に新
規参入分、既存
減少分を見込み
差引減額

前年度実績に新
規参入分、既存
減少分を見込み
差引増額

前年度予算と
の比較

（増減理由）

前年度実績に新
規参入を見込み
増加

予算計上額 4,019,000

予算計上額 4,019,000

実　績　額 3,554,754

計　画　額 4,019,000

3,554,754

事業費予算の
内容

前年度実績に新
規参入分、既存
減少分を見込み
差引増額

前年度実績に新
規参入を見込み
増加

前年度実績に新
規参入を見込み
増加

花の苗の配布
10,000株
植樹桝植栽面積
2,785㎡

花の苗の配布
10,000株
植樹桝植栽面積
2,685㎡

花の苗の配布
10,000株
植樹桝植栽面積
2,691㎡

花の苗の配布
10,000株
植樹桝植栽面積
2,871㎡

国 費 計　画　額

予算計上額

実　績　額

地 方 債

事 業 費 合 計

実　績　額

新規植栽面積が
少なかったため
減

新規植栽面積が
少なかったため
減

新規植栽面積が少な
く、また、道路工事
による植栽不可区間
による減

一 般 財 源 計　画　額 4,019,000

新規植栽面積が少な
く、会員高齢化に伴
う担い手不足により
植栽取りやめ事案の
発生による減

新規植栽面積が
少なかったため
減

新規植栽面積が
少なかったため
減

新規植栽面積が
少なかったため
減

新規植栽面積が
やや少なかった
ため減

新規植栽面積が少な
く、また、道路工事
による植栽不可区間
による減

新規植栽面積が少な
く、また、道路工事
による植栽不可区間
による減

実績との比較
（増減理由）

前年度実績に新
規参入見込み及
び消費税分増加

前年度実績に新
規参入分、既存
減少分を見込み
差引減額

前年度実績に新
規参入分、既存
減少分を見込み
差引増額

投
　
入
　
さ
　
れ
　
た
　
事
　
業
　
費
　
の
　
推
　
移 前年度実績に新

規参入分、既存
減少分を見込み
差引増額



【ＣＨＥＣＫ・ＡＣＴＩＯＮ】

指標の推移・評価

計画値 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

実績値 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000

計画値 0.0 11.0 22.0 44.0 56.0 67.0 78.0 89.0 100.0

実績値 0.0 5.9 3.0 -25.5 -30.0 -24.1 -25.1 -9.2 22.8

達成されている 達成されていない 達成されていない

あまり上がってい
ない

上がっていない 上がっていない

少し上がっている 少し上がっている 少し上がっている

総合評価 普通である 問題がある 問題がある

自己分析：
植樹桝植栽の新
規団体登録は増
えており、緑化
意識の高揚と地
域コミュニケー
ションが図られ
ている。

自己分析：
植樹桝植栽の新
規団体登録は増
えており、緑化
意識の高揚と地
域コミュニケー
ションが図られ
ている。

自己分析：
植樹桝植栽面積
は増えており、
緑化意識の高揚
と地域コミュニ
ケーションが図
られている。

判断理由：
植樹桝植栽の新
規団体登録や面
積は少しずつで
あるが、増えて
おり、緑化意識
の高揚と地域コ
ミュニケーショ
ンが図られてい
ることから普通
と判断した。

自己分析：
工事などの突発
的要因に加え、
高齢化の影響に
より植樹桝植栽
面積は減少して
いるため、対策
を考えていく必
要がある。

自己分析：
高齢化の影響に
より植樹桝植栽
面積は減少して
いるため、対策
を考えていく必
要がある。

判断理由：
全体的な傾向と
して、団体数は
やや増嵩してい
るものの、高齢
化の影響により
植樹桝植栽面積
は減少してい
る。
制度の見直しを
含め、抜本的な
対策を行わない
限り、この傾向
は変わらないと
考える。

自己分析：
植樹桝植栽面積
は新規団体の登
録および実施個
所の見直しによ
り実績は微増し
た。地域コミュ
ニケーションの
増進は図られて
いるが、高齢化
の影響による全
体的な減少傾向
は継続している
ため、対策を考
えていく必要が
ある。

自己分析：
植樹桝植栽面積
は微増し、引き
続き地域コミュ
ニケーションの
増進は図られて
いるが、高齢化
の影響による全
体的な減少傾向
は継続している
ため、対策を考
えていく必要が
ある。

自己分析：
植樹桝植栽面積
は増加し、引き
続き地域コミュ
ニケーションの
増進は図られて
いるが、高齢化
の影響による全
体的な減少傾向
は継続している
ため、対策を考
えていく必要が
ある。

自己分析：
一部団体の積極
的な拡大や休止
団体の復帰によ
り、植樹桝植栽
面積は大幅に増
加し、過去最大
の面積となり、
引き続き地域
ミュニケーショ
ンの増進は図ら
れている。しか
し、計画値には
届いておらず、
高齢化・人口減
少の影響による
全体的な減少傾
向は継続してい
るため、対策を
考えていく必要
がある。

判断理由：
団体数は入れ替
わりがあるもの
の横ばいで、高
齢化の影響によ
り植樹桝植栽面
積は減少してい
る。
制度の見直しを
含め、抜本的な
対策を行わない
限り、この傾向
は変わらないと
考える。

今後の方向性 現状のまま継続 手段の見直し 手段の見直し

活動指標１（「手段」をもとに設定） 指標名：花の苗の配布数量 指標の求め方：配布株数

指標の求め方：平成32年度面積ー平成23年度面積を100％とする

事
　
　
務
　
　
事
　
　
業
　
　
評
　
　
価

指
標

活動指標１
（単位/株　）

10,000

10,000

成果指標１
（単位/％　）

33.0

1.0

成果指標１（「成果」をもとに設定） 指標名：植樹桝植栽面積増加の達成率

H30：
過去３年程度は実績は横ばいであり、拡大増進は見込めない状況である。また各団体において新規参加者の確
保に苦慮しており、とくに活動目的が緑化運動を中心としている同好団体などは今後解散の可能性もあり、現状
維持についても予断を許さない状況である。本事業の目的は緑化意識の高揚と地域コミュニケーションの増進で
あり、行政と市民との協働事業として非常に意義深いものであることから、目標の達成を図るために手段の見直し
が必要と考える。市民周知の強化と、単価・対象作業・対象品種の精査による拡大も含めた見直しを実施したい。

評
価
内
容

事業の達成度
(活動指標をもとに評価)

事業の成果
(成果指標をもとに評価)

事業の効率性
(事業費に対する成果)

総合評価の判断
理由または指標
の実績値に関す
る自己分析

自己分析：
工事などの突発
的要因に加え、
高齢化の影響に
より団体数およ
び植樹桝植栽面
積は減少してい
るため、対策を
考えていく必要
がある。

方向性の判断理由
改善、改革の内容
（H25、H28、H30）

H25：
既存団体から来年も面積を増やしたい旨の申し出があり、緑化意識の高揚
と地域コミュニケーションが図られていることから、継続する事業と考える。
今後は、高齢化に伴い、活動団体数や面積の縮小も予想されることから、
その対策も考えていく必要がある。

H28：
予想された通り、高齢化に伴い、活動団体数や面積の縮小が進行してい
る。本事業の目的は緑化意識の高揚と地域コミュニケーションの増進であ
り、行政と市民との協働事業として非常に意義深いものであることから、目
標の達成を図るために手段の見直しが必要と考える。具体的には、単価・
対象作業・対象品種の精査による拡大も含めた見直しと、市民に対する周
知の強化を検討したい。


